
【１期計画の目標指標】

山口市（中国ブロック）
【２期 計画期間 平成26年4月～32年3月】

【１期計画の概要】
○歴史文化、芸術文化、自然、都市景観などの豊

富な地域資源を活かしながら、中心部において
商業・サービス機能の拡充を図り、親しみの
ある暮らしやすいまちづくりに取り組んだ。

（計画期間：平成19年5月～25年3月）

【中心市街地の変化】
○中心市街地の西の核である「どうもんパーク」

や東の核である「マルシェ中市」「和楽の咲

都」の整備、市道美装化や電線類地中化等によ

り、「２核十字型モール」構想の実現に前進。

○借上型市営住宅の整備や民間マンションの供給

が順調に進み、居住人口は増加。
○一方で、景気低迷や相次ぐ郊外店の立地、中心

商店街における大規模火災等の影響から商店街
通行量と小売業年間商品販売額は伸び悩む。第
2期計画では、回遊性の向上、滞在時間の増加、
土地の高度利用等の課題に重点的に取り組む。

【目指す中心市街地像】
○都市機能の集積を促進しつつ、既成市街地の再編・再生を図る。

室町～ ：周防・長門守護職の大内弘世が、山口盆地に京都を模したまちづくりを実施
明治～ ： 幕末に藩庁が萩から山口に移り、明治維新の策源地及び県政の中心地となる
～ 現在 ： 人口約19万5千人、面積約1,023㎢、豊かな自然と大内文化等を有する魅力ある都市として発展

【２期計画の目標指標】

目標 指標
基準値
(H18)

目標値(H24)
最新値
(H24)

自然と文化に彩られた人々を惹き
つける魅力ある中心市街地の形成

商店街通行量
（休日・10地点）

54,252人/日 56,000人/日 54,411人/日

小売業年間
商品販売額

10,731百万円
（Ｈ15）

11,000百万円 9,953百万円

自然と文化に彩られた誰もが住み
たくなるような中心市街地の形成

居住人口 3,968人 4,200人 4,306人

目標 指標 基準値(H24) 目標値(H31)

まちに来る人を増やし、楽しんでもらう

商店街等通行量
（休日・11地点）

55,294人/日 58,000人/日

滞在時間
（1時間30分以上の割合）

43.6％ 50％

まちの新陳代謝を図り、活力を高める
中心商店街の
空き店舗数

45店舗
（Ｈ25.6）

30店舗

まちの定住人口を増やす 居住人口の社会増減
168人増

（Ｈ20～24）
250人増

（Ｈ26～31）

参考指標

地点追加

新 規

新 規

まちに来る人を増やし、楽しんでもらう まちの新陳代謝を図り、活力を高める まちの定住人口を増やす

【主要事業】
・一の坂川周辺地区整備事業

（地域生活基盤施設、高質空間形成施設整備事業、

地域創造支援事業）

・中心市街地情報提供事業 など

【主要事業】
・あきないのまち支援事業
・まちなかサポートセンター事業
・「オアシスどうもん」交流サロン事業

など

【主要事業】
・中市町１番地区優良建築物等整備事業
・米屋町東地区優良建築物等整備事業
・山口駅前地区住宅市街地総合整備事業

など



まちの定住人口を増やす

米屋町東地区優良建築物等

整備事業イメージ図

⑦中市町１番地区優良建築物等整備事業

⑧米屋町東地区優良建築物等整備事業

商業施設・共同住宅（中市町）、商業施設・デイサービス・
高齢者向け住宅（米屋町）の一体整備により、まちなか居
住を促進

⑨山口駅前地区住宅市街地
総合整備事業

商店街の後背にある密集市
街地において、老朽建築物
等の除去・建替え、道路拡幅
等により、居住環境の改善と
防災性を向上

密集市街地の現況

④あきないのまち支援事業

中心商店街内の空き店舗への新規
開業希望者に対し、出店時の店舗改
装等に係る経費を補助

⑤まちなかサポートセンター事業

中心商店街内のイベント開催、空き
店舗情報、求人情報、開業支援等の
トータル的なサポートを提供

⑥「オアシスどうもん」
交流サロン事業

空き店舗を活用した地域交
流・シニア運動健康サロン
を運営し、コミュニティ機能
を拡充

県立美術館

市民会館

山口市役所
亀山周辺ゾーン

山口

井筒屋

⑦
西の核

どうもんパーク

一の坂川

②一の坂川周辺地区整備事業
（（仮称）ほたる広場）

一の坂川沿いと商店街を結ぶ新
設道路の交差点部に広場を整備
し、市民が憩える空間を創出

公設川端市場跡地に芝生、
植栽、駐輪場、バスベイ（停
車帯）、観光バス待機場、待
合所、トイレなどの整備に加
え、周辺道路の美装化を行
い、中心市街地と周辺ゾー
ンの結節地として、回遊性の
向上と交通利便性を増進

③中心市街地情報提供事業

広報誌である「くる～ニャッ！
やまぐち」を発行し、魅力情
報を広く市民に発信すること
で、来街意欲を喚起

①一の坂川周辺地区整備事業
情報・文化ゾーン

中心市街地区域約76ha

⑥

学校・裁判所

ＪＲ山口駅

②

③は区域全体が対象

④⑤は主に中心商店街
が対象

ゲート機能

中心商店街

中心の軸

第２期追加エリア

密集市街地エリア

コミュニティバス路線

各ゾーンを結ぶ中心の軸

萩往還

一の坂川

①

まちに来る人を増やし、楽しんでもらう
中心市街地
と周辺ゾーン
との結節点

鉄道利用者と地区内との結節点

大内文化ゾーン

東の核
マルシェ中市

まちの新陳代謝を図り、活力を高める

⑨

⑨

⑧

第２期 山口市中心市街地活性化基本計画の事業概要

イメージ図

イメージ図

中市町1番地区優良建築物等

整備事業イメージ図
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